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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第７期

第２四半期
連結累計期間

第６期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (百万円) 193,832 395,385

経常利益 (百万円) 17,450 32,180

四半期(当期)純利益 (百万円) 13,571 23,944

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 14,085 25,473

純資産額 (百万円) 176,826 176,596

総資産額 (百万円) 1,490,829 1,480,530

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 183.83 324.34

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 176.23 310.92

自己資本比率 (％) 11.8 11.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △4,559 13,869

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △824 △1,170

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 14,270 1,895

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 45,834 36,856

回次
第７期

第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 86.23

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．当社は、第６期第２四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、第６期第２

四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、

主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

（ファイナンス事業）

当社は平成26年８月28日の取締役会において、MCM Fund I, L.P.へ出資することを決議し、平成26年９月25日付で

出資を完了しております。なお、MCM Fund I, L.P.は当社の特定子会社に該当いたします。

この結果、平成26年９月30日現在当社グループは、当社、子会社115社及び関連会社５社により構成されることとな

りました。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、平成26年８月25日に提出した有価証券届出書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

本項には将来に関する事項も含まれておりますが、当該事項は当四半期報告書提出日現在において当社グループが

判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動による個人消費低

迷など一部に弱い動きが見られたものの、政府による経済・金融政策などにより、緩やかな回復基調を維持してお

ります。世界経済は中国等の新興国の成長鈍化に加え、米国の金融緩和縮小による影響など新たな懸念材料はあり

ましたが、全体的には低位ながら安定した推移となりました。

このような環境下、当社グループでは平成26年度を初年度とした中期経営計画に沿って顧客リレーションシップ

の強化、グローバルビジネスの推進、サービス・ソリューション機能提供の拡充など、様々な経営課題に対処しつ

つ事業を展開してまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間における契約実行高は2,342億円となり、営業資産残高は1兆3,526億円とな

りました。

また、売上高は1,938億円、営業利益は176億円、経常利益は174億円、四半期純利益は135億円となりました。

セグメント実績は次のとおりであります。

① リース

リース事業では、契約実行高は1,361億円となり、営業資産残高は8,496億円となりました。また、売上高は

1,626億円、セグメント利益は146億円となりました。

② 割賦

割賦事業では、契約実行高は280億円となり、営業資産残高は1,451億円となりました。また、売上高は202億

円、セグメント利益は12億円となりました。

③ ファイナンス

ファイナンス事業では、契約実行高は682億円となり、営業資産残高は3,511億円となりました。また、売上高

は58億円、セグメント利益は45億円となりました。

④ その他

その他の事業では、契約実行高は17億円となりました。また、売上高は51億円、セグメント利益は16億円とな

りました。

(2) 財政状態

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比102億円増加して1兆4,908億円となりました。純資

産は、前連結会計年度末比2億円増加の1,768億円、自己資本比率は前連結会計年度末比0.1ポイント低下して11.8％

となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況

（単位：百万円）

当第２四半期
連結累計期間

営業活動キャッシュ・フロー △4,559

投資活動キャッシュ・フロー △824

財務活動キャッシュ・フロー 14,270

現金及び現金同等物の四半期末残高 45,834

① 営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益185億円、リース債権及びリース投資資産の

減少141億円、賃貸資産除却損及び売却原価57億円となりましたが、仕入債務の減少221億円、貸付債権の増加118

億円及び賃貸資産の取得による支出84億円等により、営業活動全体では45億円の支出となりました。

② 投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フローは8億円の支出となりました。これは、主にソフトウエア開発費用等の社用

資産の取得による支出9億円によるものです。

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払額143億円、コマーシャル・ペーパーの純減少30億円に対

して、社債の発行による収入198億円、短期借入金の純増加99億円となったことにより、財務活動全体では142億

円の収入となりました。

以上の結果、当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前期末比89億円増加し、458億円とな

りました。

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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(6) 特定金融会社等の開示に関する内閣府令に基づく貸付金（営業貸付金及びその他の営業貸付債権）の状況

「特定金融会社等の開示に関する内閣府令」(平成11年５月19日 大蔵省令第57号)に基づく、当社における貸付

金の状況は次のとおりであります。

① 貸付金の種別残高内訳

平成26年９月30日現在

貸付種別
件数
(件)

構成割合
(％)

残高
(百万円)

構成割合
(％)

平均約定金利
(％)

消費者向

　無担保 (住宅向を除く) ― ― ― ― ―

　有担保 (住宅向を除く) 14 7.18 81 0.06 2.77

　住宅向 ― ― ― ― ―

計 14 7.18 81 0.06 2.77

事業者向

計 181 92.82 143,612 99.94 2.15

合計 195 100.00 143,693 100.00 2.15

　

② 資金調達内訳

平成26年９月30日現在

借入先等 残高（百万円） 平均調達金利(％)

金融機関等からの借入 621,600 0.64

その他 419,359 0.29

社債・CP 351,895 0.16

合計 1,040,960 0.50

自己資本 163,698 ―

資本金・出資額 32,000 ―
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③ 業種別貸付金残高内訳

平成26年９月30日現在

業種別 先数(件) 構成割合(％) 残高(百万円) 構成割合(％)

農業、林業、漁業 ― ― ― ―

建設業 1 0.83 280 0.19

製造業 15 12.50 15,467 10.76

電気・ガス・熱供給・水道業 12 10.00 3,983 2.77

情報通信業 5 4.17 15,841 11.03

運輸業、郵便業 14 11.67 21,491 14.96

卸売業、小売業 9 7.50 4,911 3.42

金融業、保険業 15 12.50 36,681 25.53

不動産業、物品賃貸業 19 15.83 39,931 27.79

宿泊業、飲食サービス業 2 1.67 896 0.62

教育、学習支援業 ― ― ― ―

医療、福祉 7 5.83 1,021 0.71

複合サービス業 3 2.50 1,452 1.01

サービス業(他に分類されないもの) 1 0.83 53 0.04

個人 14 11.67 81 0.06

特定非営利活動法人 ― ― ― ―

その他 3 2.50 1,599 1.11

合計 120 100.00 143,693 100.00

④ 担保別貸付金残高内訳

平成26年９月30日現在

受入担保の種類 残高(百万円) 構成割合(％)

有価証券 2,576 1.79

うち株式 2,576 1.79

債権 12,399 8.62

うち預金 ― ―

商品 1,000 0.70

不動産 18,890 13.15

財団 ― ―

その他 74,104 51.57

計 108,970 75.83

保証 5,397 3.76

無担保 29,325 20.41

合計 143,693 100.00
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⑤ 期間別貸付金残高内訳

平成26年９月30日現在

期間別 件数(件) 構成割合(％) 残高(百万円) 構成割合(％)

１年以下 8 4.10 27,653 19.25

１年超 ５年以下 71 36.41 43,069 29.97

５年超 10年以下 94 48.21 62,482 43.48

10年超 15年以下 18 9.23 9,291 6.47

15年超 20年以下 4 2.05 1,196 0.83

20年超 25年以下 ― ― ― ―

25年超 ― ― ― ―

合計 195 100.00 143,693 100.00

一件当たり平均期間 5.93年

(注) 期間は、約定期間によっております。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 168,000,000

第Ⅰ種種類株式 16,000,000

第Ⅱ種種類株式 50,000,000

第Ⅲ種種類株式 16,000,000

計 250,000,000

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成26年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 32,415,296 32,415,296 非上場・非登録

当社の発行する全部の普
通株式について、会社法
第107条第１項第１号に
定める内容(いわゆる譲
渡制限)を定めており、
当該株式の譲渡又は取得
について取締役会の承認
を要する旨(一部除外規
定あり)を定款第10条に
おいて定めております。
単元株式数は100株であ
ります。 (注１)

第Ⅰ種種類株式 4,077,528 4,077,528 非上場・非登録

当社の発行する全部の第
Ⅰ種種類株式について、
会社法第107条第１項第
１号に定める内容(いわ
ゆる譲渡制限)を定めて
おり、当該株式の譲渡又
は取得について取締役会
の承認を要する旨(一部
除外規定あり)を定款第
10条において定めており
ます。単元株式数は100
株であります。 (注２)

第Ⅱ種種類株式 33,448,582 33,448,582 非上場・非登録

当社の発行する全部の第
Ⅱ種種類株式について、
会社法第107条第１項第
１号に定める内容(いわ
ゆる譲渡制限)を定めて
おり、当該株式の譲渡又
は取得について取締役会
の承認を要する旨(一部
除外規定あり)を定款第
10条において定めており
ます。単元株式数は100
株であります。 (注３)

第Ⅲ種種類株式 3,883,500 3,883,500 非上場・非登録

当社の発行する全部の第
Ⅲ種種類株式について、
会社法第107条第１項第
１号に定める内容(いわ
ゆる譲渡制限)を定めて
おり、当該株式の譲渡又
は取得について取締役会
の承認を要する旨(一部
除外規定あり)を定款第
10条において定めており
ます。単元株式数は100
株であります。 (注４)

計 73,824,906 73,824,906 ― ―
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(注) １．普通株式は完全な議決権を有し、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

２．第Ⅰ種種類株式の内容は以下の通りであります。

　 [残余財産の分配]

当社は、残余財産（その種類を問わない。以下同じ。）を分配するときは、第Ⅰ種種類株式の株主（以下

「第Ⅰ種種類株主」という。）または第Ⅰ種種類株式の登録株式質権者（以下「第Ⅰ種登録株式質権者」とい

う。）に対し、第Ⅱ種種類株式の株主（以下「第Ⅱ種種類株主」という。）または第Ⅱ種種類株式の登録株式

質権者（以下「第Ⅱ種登録株式質権者」という。）、第Ⅲ種種類株式の株主（以下「第Ⅲ種種類株主」とい

う。）または第Ⅲ種種類株式の登録株式質権者（以下「第Ⅲ種登録株式質権者」という。）及び普通株式の株

主（以下「普通株主」という。）または普通株式の登録株式質権者に先立ち、第Ⅰ種種類株式１株につき、

3,445円に当社設立時における発行済第Ⅰ種種類株式の数を乗じた金額に当社設立後発行された第Ⅰ種種類

株式の払込金額の総額を加えた金額を、分配時における発行済第Ⅰ種種類株式の数で除した金額（以下「第

Ⅰ種優先残余財産分配額」という。）の金銭を支払う。第Ⅰ種種類株主または第Ⅰ種登録株式質権者に対し

ては、上記のほか、残余財産の分配は行わない。

[議決権]

第Ⅰ種種類株主は、株主総会における議決権を有しない。

[議決権を有しないこととしている理由]

資本増強にあたり、普通株主の議決権への影響を考慮したためであります。

[普通株式を対価とする取得請求権]

第Ⅰ種種類株主は、下記の条件に従って、第Ⅰ種種類株式１株につき、当社に対して、当社の普通株式の交

付と引換えに第Ⅰ種種類株式を取得することを請求することができる。

（１）取得を請求することができる期間

平成20年４月１日から平成31年10月28日までとする。

（２）取得条件

(イ) 当初取得価額

当初取得価額は、3,445円とする。

(ロ) 取得価額の調整

① 第Ⅰ種種類株式発行後、下記の各号のいずれかに該当する場合には、それぞれの適用時期の定め

に従って、取得価額を以下のとおり調整する。取得価額の計算については、円位未満小数第２位

まで算出し、その小数第２位を四捨五入する。

a. 調整前取得価額を下回る払込金額をもって普通株式を発行または当社が保有する普通株式を処

分する場合（ただし、無償割当ての場合、当社の普通株式の交付と引換えに取得される株式の

取得による場合及び当社の普通株式の交付を請求できる新株予約権（新株予約権付社債に付さ

れたものを含む。以下本①において同じ。）の行使による場合を除く。）、次の算式（以下「取

得価額調整式」という。）により取得価額を調整する。

調整後
取得価額

＝
調整前
取得価額

×

既発行
普通株式数

＋

新発行・処分 新発行・処分における
普通株式数 × １株当たりの払込金額

調整前取得価額

既発行普通株式数 ＋ 新発行・処分普通株式数

調整後の取得価額は、払込期日（払込期間を定めた場合には当該払込期間の最終日。以下本①

において同じ。）の翌日以降、また、株主への割当てに係る基準日を定めた場合は当該基準日

の翌日以降これを適用する。

b. 普通株式につき株式の分割をする場合、または、普通株主に対し普通株式を交付する株式無償

割当てをする場合、以下の算式により取得価額を調整する。なお、株式無償割当ての場合に

は、下記の算式における「分割前発行済普通株式数」は「無償割当て前発行済普通株式数（た

だし、その時点で当社が保有する普通株式を除く。）」、「分割後発行済普通株式数」は「無償割

当て後発行済普通株式数（ただし、その時点で当社が保有する普通株式を除く。）」とそれぞれ

読み替える。

調整後取得価額 ＝ 調整前取得価額 ×
分割前発行済普通株式数

分割後発行済普通株式数

調整後の取得価額は、株式の分割については、当該株式の分割のための基準日の翌日以降適用

し、株式無償割当てについては、当該株式無償割当てのための基準日がある場合はその日の翌

日以降または基準日を定めずに株式の無償割当てをする場合はその効力を生ずる日以降これを

適用する。

c. 普通株式につき株式の併合をする場合、株式の併合の効力が生ずる日をもって次の算式によ

り、取得価額を調整する。

調整後取得価額 ＝ 調整前取得価額 ×
併合前発行済普通株式数

併合後発行済普通株式数
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d. 調整前取得価額を下回る価額をもって、(x)当社の普通株式の交付と引換えに取得される株式、

新株予約権もしくはその他の証券または当社の普通株式の交付を請求できる株式、新株予約権

もしくはその他の証券、または(y)普通株式の交付と引換えに取得される新株予約権の交付と

引換えに当社に取得される株式、新株予約権もしくはその他の証券または当社に対して取得を

請求できる株式、新株予約権もしくはその他の証券、(z)その他当社の普通株式が交付される

可能性のある一切の証券を発行または処分する場合（無償割当ての場合を含む。）、かかる株

式、新株予約権もしくはその他の証券の払込期日（新株予約権の場合は割当日。以下本①にお

いて同じ。）に、無償割当ての場合にはその効力が生ずる日（無償割当てに係る基準日を定め

た場合は当該基準日。以下本①において同じ。）に、また、株主割当日がある場合はその日に、

発行または処分される株式、新株予約権もしくはその他の証券の全てが当初の条件で取得また

は行使等され、普通株式が交付されたものとみなし、取得価額調整式において、「新発行・処

分普通株式数」として当該交付されたものとみなす普通株式の数を、また、「新発行・処分に

おける１株当たりの払込金額」としてかかる価額を使用して計算される額を、調整後取得価額

とする。調整後取得価額は、当該株式、新株予約権またはその他の証券の払込期日の翌日以

降、無償割当ての場合にはその効力が生ずる日の翌日以降、また、株主割当日がある場合には

その日の翌日以降これを適用する。

e. 行使することにより、調整前の取得価額を下回る価額をもって普通株式または普通株式の交付

と引換えに取得される株式もしくは当社に対して取得を請求できる株式の交付を受けることが

できる新株予約権を発行する場合（無償割当ての場合を含む。）、かかる新株予約権の割当日

に、無償割当ての場合にはその効力が生ずる日に、また株主割当日がある場合はその日に、発

行される新株予約権全てが当初の条件で行使等され普通株式が交付されたものとみなし、取得

価額調整式において「新発行・処分普通株式数」として当該交付されたものとみなす普通株式

の数を、また、「新発行・処分における１株当たりの払込金額」として新株予約権の行使に際

して出資される財産の１株当たりの価額を使用して計算される額を、調整後の取得価額とす

る。調整後の取得価額は、かかる新株予約権の割当日の翌日以降、無償割当ての場合にはその

効力が生ずる日の翌日以降、また株主割当日がある場合にはその翌日以降、これを適用する。

② 上記(ロ)①に掲げる場合のほか、次の各号のいずれかに該当する場合には、取得価額は当社の取

締役会が適当と判断する取得価額に変更される。

a. 合併、株式交換、株式交換による他の株式会社の発行済株式の全部の取得、株式移転または会

社分割により取得価額の調整を必要とするとき。

b. その他当社普通株式の発行済株式の総数（ただし、当社が保有する普通株式の数を除く。）の

変更または変更の可能性が生じる事由の発生により取得価額の調整を必要とするとき。

③ 取得価額調整式により算出された調整後の取得価額と調整前の取得価額との差額が１円未満にと

どまる限り、取得価額の調整は行わない。

④ 取得価額調整式で使用する調整前取得価額は、調整後取得価額を適用する前日において有効な取

得価額とし、既発行普通株式数は、当社の発行済普通株式数から当社の保有する当社普通株式数

を控除した数とする。

⑤ 取得価額を調整すべき事由が２つ以上同時にまたは相接して発生する場合には、当社の取締役会

が適当と判断する方法により、取得価額を調整する。

(ハ) 取得価額の下限

上記(ロ)①a、dもしくはeまたは②aによる調整後の取得価額が1,700円（以下「第Ⅰ種種類株式下

限取得価額」という。）を下回る場合には、第Ⅰ種種類株式下限取得価額をもって取得価額とする。

ただし、上記(ロ)①ｂもしくはcまたは(ロ)②bによる調整が行われた場合には、第Ⅰ種種類株式下

限取得価額について同様の調整を行うものとする。

(ニ) 取得と引換えに交付すべき普通株式数

第Ⅰ種種類株式の取得と引換えに交付すべき当社の普通株式数は、以下のとおりとする。

取得と引換えに交付すべき
普通株式数 ＝

第Ⅰ種種類株主が取得の請求をした第Ⅰ種種類株式の
数×第Ⅰ種優先残余財産分配額

取得価額

交付すべき普通株式数の算出にあたって1株未満の端数が生じたときはこれを切り捨て、現金によ

る調整は行わない。

[第Ⅰ種種類株式の一斉取得]

当社は、取得を請求することができる期間中に取得請求のなかった第Ⅰ種種類株式につき、上記[普通株式

を対価とする取得請求権]（２）(ニ)の計算式により算出された数の当社の普通株式の交付と引換えに、平

成31年10月29日以降、当該第Ⅰ種種類株式の全部を取得することができる。この場合、上記[普通株式を対

価とする取得請求権]（２）(ニ)の計算式における「第Ⅰ種種類株主が取得の請求をした第Ⅰ種種類株式の

数」を「当社が取得する第Ⅰ種種類株式の数」と読み替えるものとする。ただし、交付すべき普通株式数の

算出にあたって１株未満の端数が生じたときはこれを切り捨て、現金による調整は行わない。

[会社法第322条第2項に規定する定款の定めの有無]

会社法第322条第2項に規定する定款の定めはありません。
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３．第Ⅱ種種類株式の内容は以下の通りであります。

[残余財産の分配]

当社は、残余財産（その種類を問わない。以下同じ。）を分配するときは、第Ⅱ種種類株主または第Ⅱ種登

録株式質権者に対し、普通株主または普通株式の登録株式質権者に先立ち、第Ⅱ種種類株式１株につき、分

配時までに発行された第Ⅱ種種類株式の払込金額の総額を、分配時における発行済第Ⅱ種種類株式の数で除

した金額（以下「第Ⅱ種優先残余財産分配額」という。）の金銭を支払う。第Ⅱ種種類株主または第Ⅱ種登

録株式質権者に対しては、上記のほか、残余財産の分配は行わない。

[議決権]

第Ⅱ種種類株主は、株主総会における議決権を有しない。

[議決権を有しないこととしている理由]

資本増強にあたり、普通株主の議決権への影響を考慮したためであります。

[普通株式を対価とする取得請求権]

第Ⅱ種種類株主は、下記の条件に従って、第Ⅱ種種類株式１株につき、当社に対して、当社の普通株式の交

付と引換えに第Ⅱ種種類株式を取得することを請求することができる。

（１）取得を請求することができる期間

平成21年10月29日から平成31年10月28日までとする。

（２）取得条件

(イ) 当初取得価額

当初取得価額は、1,250円とする。

(ロ) 取得価額の調整

① 第Ⅱ種種類株式発行後、下記の各号のいずれかに該当する場合（ただし、第Ⅱ種種類株式発行と

同時に下記の各号のいずれかに該当する場合を除く。）には、それぞれの適用時期の定めに従っ

て、取得価額を以下のとおり調整する。取得価額の計算については、円位未満小数第２位まで算

出し、その小数第２位を四捨五入する。

a. 調整前取得価額を下回る払込金額をもって普通株式を発行または当社が保有する普通株式を処

分する場合（ただし、無償割当ての場合、当社の普通株式の交付と引換えに取得される株式の

取得による場合及び当社の普通株式の交付を請求できる新株予約権（新株予約権付社債に付さ

れたものを含む。以下本①において同じ。）の行使による場合を除く。）、次の算式（以下「取

得価額調整式」という。）により取得価額を調整する。

調整後
取得価額

＝
調整前
取得価額

×

既発行
普通株式数

＋

新発行・処分 新発行・処分における
普通株式数 × １株当たりの払込金額

調整前取得価額

既発行普通株式数 ＋ 新発行・処分普通株式数

調整後の取得価額は、払込期日（払込期間を定めた場合には当該払込期間の最終日。以下本①

において同じ。）の翌日以降、また、株主への割当てに係る基準日を定めた場合は当該基準日

の翌日以降これを適用する。

b. 普通株式につき株式の分割をする場合、または、普通株主に対し普通株式を交付する株式無償

割当てをする場合、以下の算式により取得価額を調整する。なお、株式無償割当ての場合に

は、下記の算式における「分割前発行済普通株式数」は「無償割当て前発行済普通株式数（た

だし、その時点で当社が保有する普通株式を除く。）」、「分割後発行済普通株式数」は「無償割

当て後発行済普通株式数（ただし、その時点で当社が保有する普通株式を除く。）」とそれぞれ

読み替える。

調整後取得価額 ＝ 調整前取得価額 ×
分割前発行済普通株式数

分割後発行済普通株式数

調整後の取得価額は、株式の分割については、当該株式の分割のための基準日の翌日以降適用

し、株式無償割当てについては、当該株式無償割当てのための基準日がある場合はその日の翌

日以降または基準日を定めずに株式の無償割当てをする場合はその効力を生ずる日以降これを

適用する。

c. 普通株式につき株式の併合をする場合、株式の併合の効力が生ずる日をもって次の算式によ

り、取得価額を調整する。

調整後取得価額 ＝ 調整前取得価額 ×
併合前発行済普通株式数

併合後発行済普通株式数
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d. 調整前取得価額を下回る価額をもって、(x)当社の普通株式の交付と引換えに取得される株式、

新株予約権もしくはその他の証券または当社の普通株式の交付を請求できる株式、新株予約権

もしくはその他の証券、または(y)普通株式の交付と引換えに取得される新株予約権の交付と

引換えに当社に取得される株式、新株予約権もしくはその他の証券または当社に対して取得を

請求できる株式、新株予約権もしくはその他の証券、(z)その他当社の普通株式が交付される

可能性のある一切の証券を発行または処分する場合（無償割当ての場合を含む。）、かかる株

式、新株予約権もしくはその他の証券の払込期日（新株予約権の場合は割当日。以下本①にお

いて同じ。）に、無償割当ての場合にはその効力が生ずる日（無償割当てに係る基準日を定め

た場合は当該基準日。以下本①において同じ。）に、また、株主割当日がある場合はその日に、

発行または処分される株式、新株予約権もしくはその他の証券の全てが当初の条件で取得また

は行使等され、普通株式が交付されたものとみなし、取得価額調整式において、「新発行・処

分普通株式数」として当該交付されたものとみなす普通株式の数を、また、「新発行・処分に

おける１株当たりの払込金額」としてかかる価額を使用して計算される額を、調整後取得価額

とする。調整後取得価額は、当該株式、新株予約権またはその他の証券の払込期日の翌日以

降、無償割当ての場合にはその効力が生ずる日の翌日以降、また、株主割当日がある場合には

その日の翌日以降これを適用する。

e. 行使することにより、調整前の取得価額を下回る価額をもって普通株式または普通株式の交付

と引換えに取得される株式もしくは当社に対して取得を請求できる株式の交付を受けることが

できる新株予約権を発行する場合（無償割当ての場合を含む。）、かかる新株予約権の割当日

に、無償割当ての場合にはその効力が生ずる日に、また株主割当日がある場合はその日に、発

行される新株予約権全てが当初の条件で行使等され普通株式が交付されたものとみなし、取得

価額調整式において「新発行・処分普通株式数」として当該交付されたものとみなす普通株式

の数を、また、「新発行・処分における１株当たりの払込金額」として新株予約権の行使に際

して出資される財産の１株当たりの価額を使用して計算される額を、調整後の取得価額とす

る。調整後の取得価額は、かかる新株予約権の割当日の翌日以降、無償割当ての場合にはその

効力が生ずる日の翌日以降、また株主割当日がある場合にはその翌日以降、これを適用する。

② 上記(ロ)①に掲げる場合のほか、次の各号のいずれかに該当する場合には、取得価額は当社の取

締役会が適当と判断する取得価額に変更される。

a. 合併、株式交換、株式交換による他の株式会社の発行済株式の全部の取得、株式移転または会

社分割により取得価額の調整を必要とするとき。

b. その他当社普通株式の発行済株式の総数（ただし、当社が保有する普通株式の数を除く。）の

変更または変更の可能性が生じる事由の発生により取得価額の調整を必要とするとき。

③ 取得価額調整式により算出された調整後の取得価額と調整前の取得価額との差額が１円未満にと

どまる限り、取得価額の調整は行わない。

④ 取得価額調整式で使用する調整前取得価額は、調整後取得価額を適用する前日において有効な取

得価額とし、既発行普通株式数は、当社の発行済普通株式数から当社の保有する当社普通株式数

を控除した数とする。

⑤ 取得価額を調整すべき事由が２つ以上同時にまたは相接して発生する場合には、当社の取締役会

が適当と判断する方法により、取得価額を調整する。

(ハ) 取得価額の修正

直近の事業年度に係る会社法第435条第２項に基づき作成される計算書類に記載される１株当たり

純資産額（以下「基準１株当たり純資産額」という。）が、当該計算書類を承認した取締役会決議

の時点において有効な取得価額と１円以上異なる場合には、当該決議の行われた日の翌日（以下

「第Ⅱ種種類株式取得価額修正日」という。）において、第Ⅱ種種類株式の取得価額は、基準１株当

たり純資産額と同額に修正されるものとする。ただし、直近の事業年度の末日から第Ⅱ種種類株式

取得価額修正日までの間に、上記（ロ）による取得価額の調整が行われた場合には、基準１株当た

り純資産額についても同様の調整を行うものとする。取得価額の計算については、円位未満小数第

２位まで算出し、その小数第２位を四捨五入する。

(ニ) 取得価額の上限及び下限

上記 (ハ)による修正後の取得価額が 1,250円（以下「第Ⅱ種種類株式上限取得価額」という。）を

上回る場合には、第Ⅱ種種類株式上限取得価額をもって取得価額とし、625円（以下「第Ⅱ種種類

株式下限取得価額」という。）を下回る場合には、第Ⅱ種種類株式下限取得価額をもって取得価額

とする。ただし、第Ⅱ種種類株式取得価額修正日までに、上記(ロ)による取得価額の調整が行われ

た場合には、第Ⅱ種種類株式上限取得価額及び第Ⅱ種種類株式下限取得価額についても同様の調整

を行うものとする。
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(ホ) 取得と引換えに交付すべき普通株式数

第Ⅱ種種類株式の取得と引換えに交付すべき当社の普通株式数は、以下のとおりとする。

取得と引換えに交付すべき
普通株式数 ＝

第Ⅱ種種類株主が取得の請求をした第Ⅱ種種類株式の
数×第Ⅱ種優先残余財産分配額

取得価額

交付すべき普通株式数の算出にあたって１株未満の端数が生じたときはこれを切り捨て、現金によ

る調整は行わない。

[金銭を対価とする取得]

当社は、第Ⅱ種種類株式については、平成26年10月29日以降、1,250円（ただし、第Ⅱ種種類株式につき株

式の分割または併合、第Ⅱ種種類株式の無償割当その他当該金額を調整する必要がある場合には、必要な調

整を行うものとする。）の交付と引換えに、その発行後に当社が取締役会の決議で別に定める日に、第Ⅱ種

種類株式の全部または一部を取得することができる。ただし、本項に基づき一部取得をするときは、按分比

例の方法による。

[第Ⅱ種種類株式の一斉取得]

当社は、取得を請求することができる期間中に取得請求のなかった第Ⅱ種種類株式につき、上記[普通株式

を対価とする取得請求権]（２）(ホ)の計算式により算出された数の当社の普通株式の交付と引換えに、平

成31年10月29日以降、当該第Ⅱ種種類株式の全部を取得することができる。この場合、上記[普通株式を対

価とする取得請求権]（２）(ホ)の計算式における「第Ⅱ種種類株主が取得の請求をした第Ⅱ種種類株式の

数」を「当社が取得する第Ⅱ種種類株式の数」と読み替えるものとする。ただし、交付すべき普通株式数の

算出にあたって１株未満の端数が生じたときはこれを切り捨て、現金による調整は行わない。

[会社法第322条第2項に規定する定款の定めの有無]

会社法第322条第2項に規定する定款の定めはありません。

４．第Ⅲ種種類株式の内容は以下の通りであります。

[残余財産の分配]

当社は、残余財産（その種類を問わない。以下同じ。）を分配するときは、第Ⅲ種種類株主または第Ⅲ種登

録株式質権者に対し、普通株主または普通株式の登録株式質権者に先立ち、第Ⅲ種種類株式１株につき、分

配時までに発行された第Ⅲ種種類株式の払込金額の総額を、分配時における発行済第Ⅲ種種類株式の数で除

した金額（以下「第Ⅲ種優先残余財産分配額」という。）の金銭を支払う。第Ⅲ種種類株主または第Ⅲ種登

録株式質権者に対しては、上記のほか、残余財産の分配は行わない。

[議決権]

第Ⅲ種種類株主は、株主総会における議決権を有しない。

[議決権を有しないこととしている理由]

資本増強にあたり、普通株主の議決権への影響を考慮したためであります。

[普通株式を対価とする取得請求権]

第Ⅲ種種類株主は、下記の条件に従って、第Ⅲ種種類株式１株につき、当社に対して、当社の普通株式の交

付と引換えに第Ⅲ種種類株式を取得することを請求することができる。

（１）取得を請求することができる期間

平成21年10月29日から平成31年10月28日までとする。

（２）取得条件

(イ) 当初取得価額

当初取得価額は、1,250円とする。

(ロ) 取得価額の調整

① 第Ⅲ種種類株式発行後、下記の各号のいずれかに該当する場合（ただし、第Ⅲ種種類株式発行と

同時に下記の各号のいずれかに該当する場合を除く。）には、それぞれの適用時期の定めに従っ

て、取得価額を以下のとおり調整する。取得価額の計算については、円位未満小数第２位まで算

出し、その小数第２位を四捨五入する。

a. 調整前取得価額を下回る払込金額をもって普通株式を発行または当社が保有する普通株式を処

分する場合（ただし、無償割当ての場合、当社の普通株式の交付と引換えに取得される株式の

取得による場合及び当社の普通株式の交付を請求できる新株予約権（新株予約権付社債に付さ

れたものを含む。以下本①において同じ。）の行使による場合を除く。）、次の算式（以下「取

得価額調整式」という。）により取得価額を調整する。

調整後
取得価額

＝
調整前
取得価額

×

既発行
普通株式数

＋

新発行・処分 新発行・処分における
普通株式数 × １株当たりの払込金額

調整前取得価額

既発行普通株式数 ＋ 新発行・処分普通株式数

調整後の取得価額は、払込期日（払込期間を定めた場合には当該払込期間の最終日。以下本①

において同じ。）の翌日以降、また、株主への割当てに係る基準日を定めた場合は当該基準日

の翌日以降これを適用する。
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b. 普通株式につき株式の分割をする場合、または、普通株主に対し普通株式を交付する株式無償

割当てをする場合、以下の算式により取得価額を調整する。なお、株式無償割当ての場合に

は、下記の算式における「分割前発行済普通株式数」は「無償割当て前発行済普通株式数（た

だし、その時点で当社が保有する普通株式を除く。）」、「分割後発行済普通株式数」は「無償割

当て後発行済普通株式数（ただし、その時点で当社が保有する普通株式を除く。）」とそれぞれ

読み替える。

調整後取得価額 ＝ 調整前取得価額 ×
分割前発行済普通株式数

分割後発行済普通株式数

調整後の取得価額は、株式の分割については、当該株式の分割のための基準日の翌日以降適用

し、株式無償割当てについては、当該株式無償割当てのための基準日がある場合はその日の翌

日以降または基準日を定めずに株式の無償割当てをする場合はその効力を生ずる日以降これを

適用する。

c. 普通株式につき株式の併合をする場合、株式の併合の効力が生ずる日をもって次の算式によ

り、取得価額を調整する。

調整後取得価額 ＝ 調整前取得価額 ×
併合前発行済普通株式数

併合後発行済普通株式数

d. 調整前取得価額を下回る価額をもって、(x)当社の普通株式の交付と引換えに取得される株式、

新株予約権もしくはその他の証券または当社の普通株式の交付を請求できる株式、新株予約権

もしくはその他の証券、または(y)普通株式の交付と引換えに取得される新株予約権の交付と

引換えに当社に取得される株式、新株予約権もしくはその他の証券または当社に対して取得を

請求できる株式、新株予約権もしくはその他の証券、(z)その他当社の普通株式が交付される

可能性のある一切の証券を発行または処分する場合（無償割当ての場合を含む。）、かかる株

式、新株予約権もしくはその他の証券の払込期日（新株予約権の場合は割当日。以下本①にお

いて同じ。）に、無償割当ての場合にはその効力が生ずる日（無償割当てに係る基準日を定め

た場合は当該基準日。以下本①において同じ。）に、また、株主割当日がある場合はその日に、

発行または処分される株式、新株予約権もしくはその他の証券の全てが当初の条件で取得また

は行使等され、普通株式が交付されたものとみなし、取得価額調整式において、「新発行・処

分普通株式数」として当該交付されたものとみなす普通株式の数を、また、「新発行・処分に

おける１株当たりの払込金額」としてかかる価額を使用して計算される額を、調整後取得価額

とする。調整後取得価額は、当該株式、新株予約権またはその他の証券の払込期日の翌日以

降、無償割当ての場合にはその効力が生ずる日の翌日以降、また、株主割当日がある場合には

その日の翌日以降これを適用する。

e. 行使することにより、調整前の取得価額を下回る価額をもって普通株式または普通株式の交付

と引換えに取得される株式もしくは当社に対して取得を請求できる株式の交付を受けることが

できる新株予約権を発行する場合（無償割当ての場合を含む。）、かかる新株予約権の割当日

に、無償割当ての場合にはその効力が生ずる日に、また株主割当日がある場合はその日に、発

行される新株予約権全てが当初の条件で行使等され普通株式が交付されたものとみなし、取得

価額調整式において「新発行・処分普通株式数」として当該交付されたものとみなす普通株式

の数を、また、「新発行・処分における１株当たりの払込金額」として新株予約権の行使に際

して出資される財産の１株当たりの価額を使用して計算される額を、調整後の取得価額とす

る。調整後の取得価額は、かかる新株予約権の割当日の翌日以降、無償割当ての場合にはその

効力が生ずる日の翌日以降、また株主割当日がある場合にはその翌日以降、これを適用する。

② 上記(ロ)①に掲げる場合のほか、次の各号のいずれかに該当する場合には、取得価額は当社の取

締役会が適当と判断する取得価額に変更される。

a. 合併、株式交換、株式交換による他の株式会社の発行済株式の全部の取得、株式移転または会

社分割により取得価額の調整を必要とするとき。

b. その他当社普通株式の発行済株式の総数（ただし、当社が保有する普通株式の数を除く。）の

変更または変更の可能性が生じる事由の発生により取得価額の調整を必要とするとき。

③ 取得価額調整式により算出された調整後の取得価額と調整前の取得価額との差額が１円未満にと

どまる限り、取得価額の調整は行わない。

④ 取得価額調整式で使用する調整前取得価額は、調整後取得価額を適用する前日において有効な取

得価額とし、既発行普通株式数は、当社の発行済普通株式数から当社の保有する当社普通株式数

を控除した数とする。

⑤ 取得価額を調整すべき事由が２つ以上同時にまたは相接して発生する場合には、当社の取締役会

が適当と判断する方法により、取得価額を調整する。
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(ハ) 取得価額の修正

直近の事業年度に係る会社法第435条第２項に基づき作成される計算書類に記載される１株当たり

純資産額が、当該計算書類を承認した取締役会決議の時点において有効な取得価額と１円以上異な

る場合には、当該決議の行われた日の翌日（以下「第Ⅲ種種類株式取得価額修正日」という。）に

おいて、第Ⅲ種種類株式の取得価額は、基準１株当たり純資産額と同額に修正されるものとする。

ただし、直近の事業年度の末日から第Ⅲ種種類株式取得価額修正日までの間に、上記（ロ）による

取得価額の調整が行われた場合には、基準１株当たり純資産額についても同様の調整を行うものと

する。取得価額の計算については、円位未満小数第２位まで算出し、その小数第２位を四捨五入す

る。

(ニ) 取得価額の上限及び下限

上記(ハ)による修正後の取得価額が 1,250円（以下「第Ⅲ種種類株式上限取得価額」という。）を

上回る場合には、第Ⅲ種種類株式上限取得価額をもって取得価額とし、625円（以下「第Ⅲ種種類

株式下限取得価額」という。）を下回る場合には、第Ⅲ種種類株式下限取得価額をもって取得価額

とする。ただし、第Ⅲ種種類株式取得価額修正日までに、上記(ロ)による取得価額の調整が行われ

た場合には、第Ⅲ種種類株式上限取得価額及び第Ⅲ種種類株式下限取得価額についても同様の調整

を行うものとする。

(ホ) 取得と引換えに交付すべき普通株式数

第Ⅲ種種類株式の取得と引換えに交付すべき当社の普通株式数は、以下のとおりとする。

取得と引換えに交付すべき
普通株式数 ＝

第Ⅲ種種類株主が取得の請求をした第Ⅲ種種類株式の
数×第Ⅲ種優先残余財産分配額

取得価額

交付すべき普通株式数の算出にあたって1株未満の端数が生じたときはこれを切り捨て、現金によ

る調整は行わない。

[第Ⅲ種種類株式の一斉取得]

当社は、取得を請求することができる期間中に取得請求のなかった第Ⅲ種種類株式につき、上記[普通株式

を対価とする取得請求権]（２）(ホ)の計算式により算出された数の当社の普通株式の交付と引換えに、平

成31年10月29日以降、当該第Ⅲ種種類株式の全部を取得することができる。この場合、上記[普通株式を対

価とする取得請求権]（２）(ホ)の計算式における「第Ⅲ種種類株主が取得の請求をした第Ⅲ種種類株式の

数」を「当社が取得する第Ⅲ種種類株式の数」と読み替えるものとする。ただし、交付すべき普通株式数の

算出にあたって１株未満の端数が生じたときはこれを切り捨て、現金による調整は行わない。

[会社法第322条第2項に規定する定款の定めの有無]

会社法第322条第2項に規定する定款の定めはありません。

５．株式の併合または分割、募集株式の割当てを受ける権利等の内容は以下の通りであります。

（１）当社は、株式の分割または併合をするときは、普通株式及び各種類の種類株式を同時に、同一の割合

で行うものとする。

（２）当社は、株主に募集株式または募集新株予約権の割当てを受ける権利を与えるときは、各々の場合に

応じて、普通株主には普通株式または普通株式を目的とする新株予約権の割当てを受ける権利を、各

種類の種類株主には当該種類の種類株式または当該種類の種類株式を目的とする新株予約権の割当て

を受ける権利を、それぞれ同時に、同一割合で与えるものとする。

（３）当社は、株式無償割当てまたは新株予約権無償割当てをするときは、各々の場合に応じて、普通株式

及び各種類の種類株式に対して同時に、同一の割合（かつ、新株予約権無償割当ての場合には同一条

件）で割当てるものとし、それぞれ、普通株式に対しては普通株式または普通株式を目的とする新株

予約権の新株予約権無償割当てを、各種類の種類株式に対しては当該種類の種類株式または当該種類

の種類株式を目的とする新株予約権の新株予約権無償割当てするものとする。

６．各種類の種類株式の残余財産の支払順位は、第Ⅰ種種類株式は第Ⅱ種種類株式及び第Ⅲ種種類株式に優先

し、第Ⅱ種種類株式及び第Ⅲ種種類株式は同順位とする。

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成26年7月1日～
平成26年9月30日

－ 73,824,906 － 32,000 － 30,000

(6) 【大株主の状況】

① 所有株式数別

平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

農林中央金庫 東京都千代田区有楽町一丁目13番２号 31,629,068 42.84

三井物産株式会社 東京都千代田区大手町一丁目２番１号 30,786,735 41.70

全国農業協同組合連合会 東京都千代田区大手町一丁目３番１号 940,500 1.27

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号 914,200 1.23

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号 912,100 1.23

三井住友海上火災保険株式会社 東京都千代田区神田駿河台三丁目９番地 769,700 1.04

三井生命保険株式会社 東京都千代田区大手町二丁目１番１号 745,700 1.01

株式会社西日本シティ銀行 福岡市博多区博多駅前三丁目１番１号 740,000 1.00

三井住友トラスト保証株式会社 東京都港区芝三丁目33番１号 708,664 0.95

全国共済農業協同組合連合会 東京都千代田区平河町二丁目７番９号 653,125 0.88

計 ― 68,799,792 93.19

(注) １．発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。

２．農林中央金庫は、議決権を有しない第Ⅰ種種類株式4,077,528株、第Ⅱ種種類株式16,724,291株を含んでお

ります。

３．三井物産株式会社は、議決権を有しない第Ⅱ種種類株式16,724,291株、第Ⅲ種種類株式3,883,500株を含ん

でおります。

　

② 所有議決権数別

平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有議決権数

(個)

総株主の議決
権に対する所
有議決権数の

割合(％)

農林中央金庫 東京都千代田区有楽町一丁目13番２号 108,272 33.40

三井物産株式会社 東京都千代田区大手町一丁目２番１号 101,789 31.40

全国農業協同組合連合会 東京都千代田区大手町一丁目３番１号 9,405 2.90

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号 9,142 2.82

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号 9,121 2.81

三井住友海上火災保険株式会社 東京都千代田区神田駿河台三丁目９番地 7,697 2.37

三井生命保険株式会社 東京都千代田区大手町二丁目１番１号 7,457 2.30

株式会社西日本シティ銀行 福岡市博多区博多駅前三丁目１番１号 7,400 2.28

三井住友トラスト保証株式会社 東京都港区芝三丁目33番１号 7,086 2.18

全国共済農業協同組合連合会 東京都千代田区平河町二丁目７番９号 6,531 2.01

計 ― 273,900 84.50

(注) 総株主の議決権に対する所有議決権数の割合は、小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式

第Ⅰ種種類株式 4,077,528

第Ⅱ種種類株式 33,448,582

第Ⅲ種種類株式 3,883,500

―

―

―

（注１）

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 32,414,200 324,142
権利内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式

単元未満株式 普通株式 1,096 ― ―

発行済株式総数 73,824,906 ― ―

総株主の議決権 ― 324,142 ―

(注) １．第Ⅰ種種類株式、第Ⅱ種種類株式及び第Ⅲ種種類株式の詳細については、「第３ 提出会社の状況 １ 株式等

の状況 （１）株式の総数等 ②発行済株式」に記載のとおりであります。

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

決算短信 （宝印刷）  2014年11月10日 17時24分 17ページ （Tess 1.40 20131220_01）



18

第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成26年７月１日から平成

26年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 36,906 45,844

受取手形 29 10

割賦債権 165,687 161,997

リース債権及びリース投資資産 818,998 802,462

営業貸付金 ※1 301,342 ※1 317,567

その他の営業貸付債権 38,930 33,617

賃貸料等未収入金 2,314 1,530

その他の営業資産 19,895 25,945

商品 4,631 4,664

その他 28,714 32,288

貸倒引当金 △17,193 △11,605

流動資産合計 1,400,258 1,414,322

固定資産

有形固定資産

賃貸資産

賃貸資産 47,959 46,782

賃貸資産処分損引当金 △56 △20

賃貸資産前渡金 0 101

賃貸資産合計 47,902 46,862

社用資産 1,031 1,063

有形固定資産合計 48,934 47,926

無形固定資産

賃貸資産

賃貸資産 451 364

賃貸資産処分損引当金 △0 △0

賃貸資産合計 450 364

その他の無形固定資産

のれん 301 324

ソフトウエア 3,250 3,125

その他 274 560

その他の無形固定資産合計 3,826 4,010

無形固定資産合計 4,277 4,374

投資その他の資産

投資有価証券 14,639 16,084

破産更生債権等 ※1 2,186 ※1 2,137

その他 12,157 7,863

貸倒引当金 △1,922 △1,880

投資その他の資産合計 27,061 24,205

固定資産合計 80,272 76,506

資産合計 1,480,530 1,490,829
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 56,276 34,113

短期借入金 134,388 143,482

1年内返済予定の長期借入金 125,142 131,327

コマーシャル・ペーパー 334,901 331,895

債権流動化に伴う支払債務 24,094 25,942

リース債務 6,863 6,388

未払法人税等 1,265 2,900

割賦未実現利益 17,261 16,858

賞与引当金 1,158 1,047

資産除去債務 933 956

その他 29,854 29,504

流動負債合計 732,140 724,418

固定負債

社債 ― 20,000

長期借入金 505,096 501,804

債権流動化に伴う長期支払債務 40,528 41,521

退職給付に係る負債 4,401 4,490

預り保証金 20,156 20,392

資産除去債務 233 234

その他 1,376 1,141

固定負債合計 571,793 589,584

負債合計 1,303,934 1,314,003

純資産の部

株主資本

資本金 32,000 32,000

資本剰余金 66,264 66,264

利益剰余金 78,821 78,070

株主資本合計 177,085 176,335

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,439 3,197

繰延ヘッジ損益 △562 △394

為替換算調整勘定 △2,816 △3,108

退職給付に係る調整累計額 △546 △508

その他の包括利益累計額合計 △1,485 △814

少数株主持分 996 1,305

純資産合計 176,596 176,826

負債純資産合計 1,480,530 1,490,829
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 193,832

売上原価 170,827

売上総利益 23,005

販売費及び一般管理費 ※1 5,313

営業利益 17,692

営業外収益

受取利息 4

受取配当金 145

持分法による投資利益 13

その他 63

営業外収益合計 227

営業外費用

支払利息 120

社債発行費 102

為替差損 243

その他 2

営業外費用合計 468

経常利益 17,450

特別利益

固定資産売却益 11

投資有価証券償還益 999

ゴルフ会員権売却益 0

負ののれん発生益 64

特別利益合計 1,075

特別損失

固定資産除売却損 7

減損損失 2

投資有価証券売却損 10

特別損失合計 19

税金等調整前四半期純利益 18,507

法人税等 5,095

少数株主損益調整前四半期純利益 13,411

少数株主損失（△） △160

四半期純利益 13,571
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 13,411

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 762

繰延ヘッジ損益 167

為替換算調整勘定 △270

退職給付に係る調整額 37

持分法適用会社に対する持分相当額 △22

その他の包括利益合計 674

四半期包括利益 14,085

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 14,242

少数株主に係る四半期包括利益 △156
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

(単位：百万円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 18,507

賃貸資産減価償却費 5,695

賃貸資産除却損及び売却原価 5,721

社用資産減価償却費及び除売却損益（△は益） 772

のれん償却額 42

為替差損益（△は益） 3,698

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,636

受取利息及び受取配当金 △150

資金原価及び支払利息 5,501

持分法による投資損益（△は益） △13

負ののれん発生益 △64

賃貸料等未収入金の増減額（△は増加） 778

割賦債権の増減額（△は増加） 3,261

リース債権及びリース投資資産の増減額（△は
増加）

14,178

貸付債権の増減額（△は増加） △11,863

その他の営業資産の増減額（△は増加） △6,049

賃貸資産の取得による支出 △8,468

仕入債務の増減額（△は減少） △22,163

その他 △2,285

小計 1,463

利息及び配当金の受取額 137

利息の支払額 △5,241

法人税等の支払額 △918

営業活動によるキャッシュ・フロー △4,559

投資活動によるキャッシュ・フロー

社用資産の取得による支出 △991

投資有価証券の取得による支出 △203

投資有価証券の売却及び償還による収入 346

連結範囲の変更を伴う関係会社出資持分の取得
による支出

△69

その他 92

投資活動によるキャッシュ・フロー △824

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 9,918

コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減少） △3,005

債権流動化による収入 26,227

債権流動化の返済による支出 △23,387

長期借入れによる収入 69,565

長期借入金の返済による支出 △70,622

社債の発行による収入 19,897

配当金の支払額 △14,321

その他 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー 14,270

現金及び現金同等物に係る換算差額 92

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 8,978

現金及び現金同等物の期首残高 36,856

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1 45,834
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

連結の範囲の重要な変更

当第２四半期連結会計期間より、新たに出資したMCM Fund I, L.P.を連結の範囲に含めております。

(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

(四半期連結貸借対照表関係)

※１．特定金融会社等の会計の整理に関する内閣府令に基づく営業貸付金に係る不良債権の状況

　「特定金融会社等の会計の整理に関する内閣府令」(平成11年５月19日 総理府・大蔵省令第32号)第９条の分類

に基づく、営業貸付金に係る不良債権の状況は次のとおりであります。

　なお、投資その他の資産「破産更生債権等」に計上している貸付金を含んでおります。

　
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

破綻先債権 (注１) 2,173百万円 1,704百万円

延滞債権 (注２) 8,063百万円 7,617百万円

三ヵ月以上延滞債権 (注３) －百万円 －百万円

貸出条件緩和債権 (注４) －百万円 －百万円

　
(注)１．破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又は利息の

取立て又は弁済の見込がないものとして未収利息を計上しなかった貸付金（以下「未収利息不計上貸付金」と

いう。）のうち、法人税法施行令第96条第１項第３号のイからホまでに掲げる事由が生じているものでありま

す。

２．延滞債権とは、未収利息不計上貸付金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を図ることを目的

として利息の支払を猶予したもの以外のものであります。

３．三ヵ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が、約定支払日の翌日から３ヵ月以上遅延している貸付金で、

破綻先債権及び延滞債権に該当しないものであります。

４．貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、

元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸付金で、破綻先債権、延滞債権及び

三ヵ月以上延滞債権に該当しないものであります。

５．記載の金額は、提出会社に係るものであります。

(四半期連結損益計算書関係)

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

従業員給与・賞与・手当 4,125百万円

賞与引当金繰入額 1,047百万円

退職給付費用 345百万円

減価償却費 776百万円

貸倒引当金繰入額 △5,653百万円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

現金及び預金 45,844百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △10百万円

現金及び現金同等物 45,834百万円

(株主資本等関係)

当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月26日
定時株主総会

普通株式 6,288 194.00 平成26年３月31日 平成26年６月27日 利益剰余金

平成26年６月26日
定時株主総会

第Ⅰ種
種類株式

791 194.00 平成26年３月31日 平成26年６月27日 利益剰余金

平成26年６月26日
定時株主総会

第Ⅱ種
種類株式

6,489 194.00 平成26年３月31日 平成26年６月27日 利益剰余金

平成26年６月26日
定時株主総会

第Ⅲ種
種類株式

753 194.00 平成26年３月31日 平成26年６月27日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連
結損益計
算書計上

額
（注３）

リース 割 賦
ファイナ

ンス
計

売上高

外部顧客に対する売上高 162,615 20,259 5,826 188,702 5,130 193,832 ― 193,832

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― 15 15 △15 ―

計 162,615 20,259 5,826 188,702 5,145 193,848 △15 193,832

セグメント利益 14,619 1,212 4,516 20,348 1,634 21,982 △4,290 17,692

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、売買取引、手数料取引及び保険代

理店業務等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額は、販売費及び一般管理費のうち報告セグメントに帰属しない親会社の管理部門

(総務、人事、経理等)に係る全社費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　

項目
当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額(円) 183.83

(算定上の基礎)

四半期純利益金額(百万円) 13,571

普通株主に帰属しない金額(百万円) ―

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 13,571

普通株式の期中平均株式数(千株) 73,824

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額(円) 176.23

(算定上の基礎)

四半期純利益調整額(百万円) ―

普通株式増加数(千株) 3,184

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

―

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

　 該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

平成26年11月10日

Ｊ Ａ 三 井 リ ー ス 株 式 会 社

取 締 役 会 御中

有限責任監査法人 ト ー マ ツ

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 吉 田 波 也 人 印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 井 上 雅 彦 印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 大 野 開 彦 印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＪＡ三井リース

株式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成26年７月１日か

ら平成26年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＪＡ三井リース株式会社及び連結子会社の平成26年９月30日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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